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１．はじめに 

ルイス・キャロル  (Lewis Carroll) 著の『不思議の国のアリス』(Alice’s Adventures in

Wonderland)1 と L. フランク・ボーム (L. Frank Baum) 著の『オズの魔法使い』(The Wonderful 

Wizard of Oz)2 は色々と共通点が多い作品である。共に主人公の少女が本人の意志からでは

なく偶発的に異世界に行き，そこで日常世界では考えられないような超常現象を数多く体

験し，最終的に日常世界に戻ってくるという話である。しかしそのように設定は似ている反

面，両作品を読んで受ける印象はかなり異なるものではないだろうか。『ユリイカ』増刊号

の『150 年目の「不思議の国のアリス」』(2015) に「21 世紀のアリスたち」という『アリス』

愛好家と思われる 5 人の若い女性の座談会が収録されている。その中で『アリス』と『オ

ズ』の比較が行われており，両作品に対する一般的な印象の相違をよく表しているといえる: 

    小野寺 原作を読むとまた解釈が変わってくると思うけど，ヴィジュアル的に流行 

ったのは格好とか世界観だとか，出てくるキャラクターのインパクトとか，いろい 

ろ盛り込まれて他にはあまりないですね。『オズの魔法使い』はファンタジーだけど 

人気はアメリカ限定的。 

新納 「オズ」も好きだったけれど，「アリス」のほうが人気があったのはなぜだろ 

うという話をした時に，勧善懲悪ではないからと，林田さんが言っていたのが印象 

的でした。悪いから懲らしめられるという常識ではないのがアリスだよね，と。 

小峯 ストーリーの終わり方は「オズ」はきれいに勧善懲悪で，アリスはなんとも 

はっきりしないですよね。 

新納 「オズ」は物語が常識的。出てくるキャラクターは変わっているかもしれな 

いけれど。一般的。 

1 以下必要に応じて『アリス』と省略する。『』のついていないアリスは作品名ではなく登場人物，『』の

ついていない不思議の国は作品中の異世界を指す。 

2 以下必要に応じて『オズ』と省略する。 
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林田 「オズの魔法使い」は，自分の良さに気づいて終わる話。悪の魔女を倒すこ 

とで自分の良さに気づいて終わる。一方アリスは，結果的にはただ夢から醒めた 

話。結論がない。だからナンセンスなのかもしれないです。 

小峯 「オズ」は物語としてみんなに広がったが，「アリス」はヴィジュアルとして 

広まった。ルイス・キャロルの原作をしっかり読んだ人はいるのかな。 

林田 アリスの狂った感じはみんなが思っている部分だと思う。決してヴィジュ 

アルの部分だけではない。アリスにハマる日本人にもある種の哲学はあると思う。

でもそれがルイス・キャロルと密接な関係であるかというと，違うかもしれないで 

す。(2015 p. 341-342) 

 『オズ』が話としては一つの主要なプロットを中心として展開・収束する解りやすい常識

的な物語であるのに対して『アリス』はそれぞれあまり関連性のない多数のプロットの集合

体ともいえるとりとめのない，結論の無いなんともはっきりとしない話である，というのは

一般的な印象であろう。そのような両作品の相違点を，それぞれの主人公であるアリス 

(Alice) ，ドロシー (Dorothy) の行動の目的，そして彼女たちの異世界での体験を表現する

ために使用されている言葉という点から論ずることが本稿の主旨である。 

 なお，『アリス』『オズ』ともにこの作品以降に世界観がつながっていると思われる作品3

が出版され，それらと統合して考えるとこの作品自体の解釈が変わってきたり4辻褄が合わ

なくなってきたり5することがあるが，本稿では扱う対象は『不思議の国のアリス』『オズの

魔法使い』だけに絞り，それぞれを独立した一つの作品として論を進める。 

２．ドロシーの行動の目的 

オズの国という異世界におけるドロシーの行動の目的は一貫している。それはエムおば

さん (Aunt Em) やヘンリーおじさん (Uncle Henry) のいる故郷のカンザスに帰るというこ

とであり，作中で繰り返し述べられ強調されている。彼女がエメラルドの都 (the Emerald 

City) に行く目的はそこに住む魔法使いに彼女をカンザスに送り返してくれるように頼む

ことであると繰り返し述べられている。彼女はエメラルドの都への道中でかかし (the 

3 前者に関しては『鏡の国のアリス』(Through the Looking-Glass) ，後者に関しては『オズの虹の国』(The

Marvelous Land of Oz) ，『オズのオズマ姫』(Ozma of Oz) ，『オズのエメラルドの都』(The Emerald City of Oz) 

等々。 

4 例えば『鏡の国のアリス』と合わせて考えると『不思議の国のアリス』も夢落ち作品ではなく，アリスは

赤のキング (the Red King) の夢の中にしか存在しないと解釈することも可能になる。 

5 例えば『オズの魔法使い』ではドロシーが魔女を殺すことを初め何度も死が描かれているが，後年に出

版された『オズのブリキの樵』(The Tin Woodman of Oz) における記述: “The fairy band of Queen Lurline, passing 

over Oz while on a journey, enchanted the country and so made it a Fairyland. And Queen Lurline left one of her fairies 

to rule this enchanted Land of Oz, and then passed on and forgot all about it. From that moment no one in Oz ever 

died.” (Baum 2005 p. 67) に代表されるように，シリーズが進むにつれてドロシーが来るよりもはるか昔か

らオズの国では何者も死ぬことはなかったということにされるようになる。 
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Scarecrow) ，ブリキの樵 (the Tin Woodman) ，臆病ライオン (the Cowardly Lion) と出会い，

共に旅をすることになるのだが，それぞれに初めて会った時にまるで自己紹介のようにカ

ンザスに送り返すことを魔法使いに頼むという目的を述べる:

‘My name is Dorothy,’ said the girl, ‘and I am going to the Emerald City, to ask the great Oz to 

send me back to Kansas.’ (Baum 2005 p. 37)  

‘I want him to send me back to Kansas; and the Scarecrow wants him to put a few brains into 

his head,’ she replied. (Baum 2005 p. 51) 

‘And I am going to ask him to send Toto and me back to Kansas,’ added Dorothy. (Baum 2005 

p. 62)

 そして魔法使いがカンザスに送り返すための条件として西の悪い魔女 (the Wicked Witch 

of the West) を殺すことを課すとドロシーは途方に暮れる: “There is no hope for me . . . for Oz 

will not send me home until I have killed the Wicked Witch of the West; and that I can never do.” 

(Baum 2005 p. 109) 。そして殺害に対する抵抗感から作品中ただ一度の帰郷に対する否定的

な発言をするが: “I suppose we must try it; but I am sure I do not want to kill anybody, even to see 

Aunt Em again.” (Baum 2005 p. 113) ，結局は魔女退治の旅に出るわけであるからこの発言も

彼女のカンザスに帰る意志の強さを印象付ける。 

 ドロシーの目的が一貫してカンザスに帰ることであると主張する吉田久実 (2020) は「美

味しい食べ物を得たり，宝石や優しい仲間に囲まれるといった色彩豊かで魅力的な世界に

身を置く幸運に恵まれても，故郷カンザスのおじおばの家へ戻るという自分自身の最初の

旅の目的が常にある」(p. 71) 「ドロシーはオズの世界では，出会った人々や，冒険の旅物語

に見られるような試練や危機にも大きく心を揺さぶられる事はない。故郷カンザスに戻る

ことの出来る方法を知る事以外，旅で起こる出来事にはあまり関心を寄せない」(p. 71) と

述べている。アリソン・ルーリー (2004) は『アリス』と『オズ』を比較して，ドロシーが

アリスと異なり異世界の者たちと友達になっていくことをその旅の魅力の一つとしている:

もちろんオズが書かれる前にもう一人有名な女の子がいて，魔法の国で冒険をして 

いる。ルイス・キャロルのアリスだ。でも，わたしも，大多数の子どもの読者に 

も，アリスが体験したことにはあまり魅力が感じられない。旅の途中で愛すべき友 

だちや仲間を作るドロシーやオズマとはちがって，アリスはひとり旅だし・・・(p. 

83) 

しかし少なくとも『オズの魔法使い』に関するかぎり6ドロシーは吉田の主張するように

6 ルーリーはオズのシリーズ全作品を視野に入れている。 
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カンザスに帰るということが唯一無二の関心事であり，そのため「愛すべき友だちや仲間」

に対して無関心になる傾向も描写されている。その傾向が最も顕著なのは，かかしとブリキ

の樵がそれぞれが欠けている脳と心臓に関してそのどちらがより大切か論争をしていた時

の彼女の胸の内の描写であろう: “Dorothy did not say anything, for she was puzzled to know 

which of her two friends was right, and she decided if she could only get back to Kansas and Aunt Em 

it did not matter so much whether the Woodman had no brains and the Scarecrow no heart, or each got 

what he wanted.” (Baum 2005 p. 55) 。また次のかかしとのやり取りは，ドロシー自身が「愛

すべき友だちや仲間」よりもカンザスに帰ることのほうが大切であると宣言したも同然で

ある: “‘If Dorothy would only be contented to live in the Emerald City,’ continued the Scarecrow, ‘we 

might all be happy together.’ ‘But I don’t want to live here,’ cried Dorothy. I want to go to Kansas, and 

live with Aunt Em and Uncle Henry.’” (Baum 2005 p. 174) 。 

 このように『オズの魔法使い』におけるドロシーはカンザスへ帰るという唯一無二の目的

のために行動しており，それは首尾一貫しているのである。そしてこの主人公の行動の目的

の一貫性が作品を一つの主要なプロットを中心として展開・収束する解りやすいものにし

ている。 

３．アリスの行動の目的 

 ドロシーと対照的にアリスの行動は全く焦点が定まらずその目的は朝令暮改である。先

ず彼女の冒険は時計を持った着衣のウサギを追いかけるところから始まるが: “Alice started 

to her feet, for it flashed across her mind that she had never before seen a rabbit with either a waistcoat-

pocket, or a watch to take out of it, and burning with curiosity, she ran across the field after it” (Carroll 

2006 p. 2, 下線は筆者が加筆) ，好奇心にかられた彼女の自発的な行動が発端である。ウサ

ギを追いかけて横穴に入っていくところまでは全くの自発的な行動であるが，そのトンネ

ルのような横穴が急に竪穴となりそれにアリスが考える間もなく落下することは，ドロシ

ーが家ごと竜巻で運ばれたのと同様本人の意志からではない偶発的な出来事である。その

意味でアリスもドロシー同様被害者である。しかしドロシーと異なりアリスは家，元の世界

に帰ることに余り執着しない。落下しながら穴の壁の棚の上に有ったオレンジ・マーマレー

ドというラベルが貼られた瓶に興味を示したり，何マイル落ちたのか，このまま地球を突き

抜けて反対側に行ってしまうのではないか，そうしたらそこが何処であるのか知るにはど

うすればいいのか等々様々な思索を行った後，ようやく多少なりとも自分が家を出たこと

による結果を案ずる: 

    There was nothing else to do, so Alice soon began talking again. “Dinah’ll miss me very much 

to-night, I should think!” (Dinah was the cat.) “I hope they’ll remember her saucer of milk at 

tea-time. Dinah my dear! I wish you were down here with me! There are no mice in the air, 

I’m afraid, but you might catch a bat, and that’s very like a mouse, you know. But do cats eat 
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bats, I wonder?” (Carroll 2006 p. 3-4, 下線は筆者が加筆) 

 

 しかし他にすることが無かったためという記述のためアリスの家に帰りたいという願い，

不安感や孤独感は切迫したものには感じられず，むしろその前にしていた様々な考え事と

同列に扱われることでかえって軽いものという印象を受ける。さらにアリスがここから猫

が蝙蝠を食べるかどうかという問題に深入りすることでその傾向は一層顕著になる: 

 

     And here Alice began to get rather sleepy, and went on saying to herself, in a dreamy sort of  

way, “Do cats eat bats? Do cats eat bats?” and sometimes, “Do bats eat cats?” for, you see, as  

she couldn’t answer either question, it didn’t much matter which way she put it. She felt that  

she was dozing off, and had just begun to dream that she was walking hand in hand with  

Dinah, and saying to her very earnestly, “Now, Dinah, tell me the truth: did you ever eat a  

bat?” (Carroll 2006 p. 4) 

 

落下が終わり着地するや否やアリスは以前追いかけていた白ウサギ (the White Rabbit) を

目にして追いかける: “the White Rabbit was still in sight, hurrying down it. There was not a moment 

to be lost: away went Alice like the wind” (Carroll 2006 p. 4) 。ここではアリスの行動の目的は

地上世界の時と同じくその興味深いウサギに追いつくことである。 

その後アリスは狭い通路の先に美しい庭園が広がっていることを発見し，そこに行くた

めに悪戦苦闘をする。先ずその狭い通路をくぐり抜けることが可能になるように “DRINK 

ME” というラベルが貼られた瓶に入っていた液体を飲んで望み通り身体を小さくすること

に成功する。しかし小さくなったがために扉の鍵に手が届かなくなり庭に行くことが出来

ないためアリスは泣き出す。今度は干しブドウで “EAT ME” とデザインされたケーキを見

つけると，それを食べた結果として大きくなっても小さくなってもいずれの場合も庭に行

くことが可能になると考えてケーキを食べる: “Well, I’ll eat it . . . and if it makes me grow larger, 

I can reach the key; and if it makes me grow smaller, I can creep under the door; so either way I’ll get 

into the garden, and I don’t care which happens!” (Carroll 2006 p. 7) 。その結果として身体が 9 フ

ィート以上に伸びて鍵を取ることには成功したが，狭い通路を通ることが出来なくなり，再

び泣き始めた。この一連のアリスの行動は美しい庭園に行くという目的達成の一点に集約

される。 

不思議な事ばかりが起こるためアリスは自分が他の誰かと入れ替わってしまったに違い

ないと考え，もし地上に戻ってくるように言われても自分が入れ替わってもいいと思う人

と入れ替わったのでない限り戻らないと決意する: “It’ll be no use their putting their heads down 

and saying ‘Come up again, dear!’ I shall only look up and say ‘Who am I then? Tell me that first, and 

then, if I like being that person, I’ll come up: if not, I’ll stay down here till I’m somebody else’” 

(Carroll 2006 p. 11) 。しかし続けて孤独感を露わにして前言を覆す: “‘but, oh dear!’ cried Alice, 

『不思議の国のアリス』と『オズの魔法使い』の比較研究

42



with a sudden burst of tears, ‘I do wish they would put their heads down! I am so very tired of being 

all alone here!’” (Carroll 2006 p. 11) 。これがアリスが発した初めての弱気からくる元の世界

に帰りたいという願望のように聞こえるが，その舌の根も乾かないうちに白ウサギが落し

ていった7扇子が原因で再び身体が小さくなっていることに気が付くと “And now for the 

garden!” (Carroll 2006 p. 12) と美しい庭園に行こうとする。知り合ったネズミが話を語って

いる時に勘違いから怒らせてしまい，そのネズミだけでなく鳥を初めとする全ての生き物

たちが去ってただ一人取り残されるとアリスは孤独感から意気消沈して愛猫に再び会うこ

とは出来るのかと嘆息し泣き始める: “‘Oh, my dear Dinah! I wonder if I shall ever see you any 

more!’ And here poor Alice began to cry again for she felt very lonely and low-spirited.” (Carroll 2006 

p. 23) 。しかし間もなく足音が聞こえると，ネズミが先ほど途中まで語った話を最後まで聞

かせるために戻ってきてくれたのではないかと期待する: “In a little while, however, she again 

heard a little pattering of foot-steps in the distance, and she looked up eagerly, half hoping that the 

Mouse had changed his mind, and was coming back to finish his story.” (Carroll 2006 p. 23) 。現状

の改善に全くつながらないネズミの話を最後まで聞くことが出来るという可能性への期待

が直後に述べられることにより，アリスの望郷の思いが極めて軽いものに引き下げられる。 

白ウサギに女中のメアリー・アン (Mary Ann) と取り違えられて命令され，白ウサギの家

の中で瓶に入った液体を飲んで体が大きくなったために身動きが取れなくなった後，アリ

スは望郷の思いを吐露する: “It was much pleasanter at home . . . when one wasn’t always growing 

larger and smaller, and being ordered about by mice and rabbits. I almost wish I hadn’t gone down 

that rabbit-hole” (Carroll 2006 p. 26) 。しかし続けてそんな自分の不思議な体験を楽しむ様相

を見せる : “And yet—and yet—it’s rather curious, you know, this sort of life! I do wonder 

what can have happened to me! When I used to read fairy-tales, I fancied that kind of thing never 

happened, and now here I am in the middle of one! There ought to be a book written about me, that 

there ought!” (Carroll 2006 p. 23) 。そしてさらにアリスは “grow” の意味を「体のサイズが大

きくなる」と「年を取る」の二つを混同する形で元の世界と不思議の国のどちらがいいかに

ついて自問自答をする: 

 

And when I grow up, I’ll write one—but I’m grown up now,” she added in a sorrowful tone;  

“at least there’s no room to grow up any more here.” “But then,” thought Alice, “shall  

I never get any older than I am now? That’ll be a comfort, one way—never to be an old  

woman—but then—always to have lessons to learn! Oh, I shouldn’t like that!” “Oh, you  

foolish Alice!” she answered herself. “How can you learn lessons in here? Why, there’s hardly  

room for you, and no room at all for any lesson-books!” And so she went on, taking first one  

 

7 扇子を持った白ウサギと遭遇する場面は “Alice felt so desperate that she was ready to ask help of any one: so, 

when the Rabbit came near her, she began, in a low, timid voice, ‘If you please, Sir—’” (Carroll 2006 p. 9) となって

いることから判断して，当初白ウサギに対して持っていた関心は失っているものと思われる。 
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side and then the other, and making quite conversation of it altogether. (Carroll 2006 p. 26-27) 

この一連のアリスの心情の動きを見ても彼女の行動の目的の焦点の定まらなさがわかる。

望郷の思いの吐露の直後に現状を第三者的な視点で楽しむようなことが述べられるために

それが軽いものであるということが印象付けられる。また体のサイズが定まらないという

不思議の国での超常現象に対する嫌悪感も “grow” の二通りの意味を混同していること，さ

らには否定的な考えと肯定的な考えが交互に出てくることによって絶望感というにはほど

遠い印象を受ける。 

 白ウサギの家の中で身動きが取れなくなっている時に投げ込まれたケーキを食べて体が

小さくなり脱出することに成功したアリスは: “The first thing I’ve got to do . . . is to grow to my 

right size again; and the second thing is to find my way into that lovely garden. I think that will be the 

best plan.” (Carroll 2006 p. 30) と独り言を言う。そして芋虫 (the Caterpillar) の教えにより自

分の体のサイズを思い通りにできるようになる茸を得ると次のように言う: “Come, there’s 

half my plan done now! How puzzling all these changes are! I’m never sure what I’m going to be, 

from one minute to another! However, I’ve got back to my right size: the next thing is, to get into that 

beautiful garden—how is that to be done, I wonder?” (Carroll 2006 p. 41) 。つまり「体を正常な

サイズに戻すこと」と「美しい庭に行くこと」がいわば達成目標だというのだ。しかし不思

議の国に来た当初，正常なサイズでは美しい庭に行くことが出来ないために色々と悪戦苦

闘をしたように，この二つは相反するものではないのであろうか。 

チェシャ猫 (Cheshire-Cat) に道を尋ねる時何処に行きたいのか聞かれて何処かに着くの

なら何処でも構わないと答える: 

“Would you tell me, please, which way I ought to go from here?” “That depends a good deal  

on where you want to get to,” said the Cat. “I don’t much care where—” said Alice. “Then it  

doesn’t matter which way you go,” said the Cat. “—so long as I get somewhere,” Alice added 

as an explanation. (Carroll 2006 p. 49) 

美しい庭に行くことを熱望しその方法を見つけることが目標であるのにも関わらず，そ

こへ行く道を尋ねないのである。ここでもアリスの行動の目的の軽さが印象付けられる。チ

ェシャ猫に片方の道の方向には帽子屋 (the Hatter) が，もう片方の道の方向には三月ウサギ 

(the March Hare) が住んでいると聞き，どちらがより面白そうかを基準に進む方向を選択す

る: “She walked in the direction in which the March Hare was said to live. ‘I’ve seen hatters before,’ 

she said to herself: ‘the March Hare will be much the most interesting.’” (Carroll 2006 p. 51) 。ティ

ーパーティー (Mad Tea-Party) でも帽子屋が謎々を出すと楽しくなったり: “‘Come, we shall 

have some fun now!’ thought Alice. ‘I’m glad they’ve begun asking riddles—I believe I can guess 

that,’ she added aloud.” (Carroll 2006 p. 54) ，ヤマネ (the Dormouse) が三人姉妹の出てくる昔
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話を始めると直ぐに彼女たちの食べ物に関心を持ったりする: “‘What did they live on?’ said 

Alice, who always took a great interest in questions of eating and drinking.” (Carroll 2006 p. 58) 。

第 2 章で触れた吉田 (2020) の定義する「故郷カンザスに戻ることの出来る方法を知る事以

外，旅で起こる出来事にはあまり関心を寄せない」(p. 71) ドロシーと好対照である。 

このように『不思議の国のアリス』におけるアリスには首尾一貫した目的のようなものは

なく，それ故に彼女の行動もその場限りの刹那的なものになっている。そしてそれが作品を

それぞれ余り関連性のない多数のプロットの集合体ともいえるとりとめのないものにして

いる。 

 

４．行動の目的と異世界での体験を表現する言葉の関連性 

 アリスとドロシーの行動の目的に関する相違点は彼女たちが異世界で体験したことを表

現するための言葉の使用法にも反映されている。『不思議の国のアリス』の原題は Alice’s 

Adventures in Wonderland であるから adventure という単語に着目してみる。『アリス』では

adventure という単語はタイトルも含めて 7 回登場する。タイトル以外では先ずグリフォン 

(the Gryphon) とニセ海亀 (the Mock Turtle) がアリスに彼女が経験した不思議な出来事につ

いて尋ねる会話の中で 4 回出てくる: 

 

And the Gryphon added “Come, let’s hear some of your adventures.” “I could tell you my  

adventures—beginning from this morning,” said Alice a little timidly: “but it’s no use going  

back to yesterday, because I was a different person then.” “Explain all that,” said the Mock  

Turtle. “No, no! The adventures first,” said the Gryphon in an impatient tone: “explanations  

take such a dreadful time.” So Alice began telling them her adventures from the time when she  

first saw the White Rabbit. (Carroll 2006 p.86 下線は筆者が加筆) 

 

 そしてアリスが目が覚めて姉にその夢の中での不思議な経験を語る時: “And she told her 

sister, as well as she could remember them, all these strange Adventures of hers that you have just 

been reading about.” (Carroll 2006 p.102 下線は筆者が加筆) ，及びアリスの話を聞き終えた姉

がその不思議な経験について考えている時: “But her sister sat still just as she left her, leaning her 

head on her hand, watching the setting sun, and thinking of little Alice and all her wonderful 

Adventures.” (Carroll 2006 p.102 下線は筆者が加筆) に出てくる。こうして見ると『アリス』

において adventure はいずれの場合もアリスの不思議な経験を総括的に扱う目的で使用され

ているということがいえる。7 回の登場全てが単数形でなく adventures と複数形であること

もそれを印象付ける。 

 一方『オズ』での登場は 3 回である。先ずドロシーたちが臆病ライオンに出会い，臆病ラ

イオンも一行に加わった後: “During the rest of that day there was no other adventure to mar the 

peace of their journey.” (Baum 2005 p. 63 下線は筆者が加筆) ，そして襲ってきた二匹のカリ

金子

45



ダー (Kalidahs) を危機一髪で撃退した後: “This adventure made the travellers more anxious than 

ever to get out of the forest.” (Baum 2005 p. 72 下線は筆者が加筆) という描写が有る。この二

つの adventure は危険な出来事の経験を意味している色が濃い。そしてカンザスに送り返し

てもらうために南の良い魔女のグリンダ (Glinda) に会ったドロシーがこれまでの経験を語

って聞かせる時に出てくる: “Dorothy told the Witch all her story; how the cyclone had brought her 

to the Land of Oz, how she had found her companions, and of the wonderful adventures they had met 

with.” (Baum 2005 p. 207 下線は筆者が加筆) 。ここでは『アリス』の場合同様，経験したこ

との総括という意味で使用されている。ここでだけ adventures と複数形で用いられているこ

ともそれを印象付ける。 

 Longman Dictionary of Contemporary English における可算名詞としての adventure の定義は

“a journey, experience, etc., that is strange and exciting and often dangerous” (1988 p. 15) である。

『アリス』『オズ』で用いられている adventure は全てこの定義に当てはまる。そしてそれま

での異世界での不思議な経験を総括する意味で adventures と複数形で用いられているとこ

ろも共通している。そして adventure が両作品で最後に登場する時に wonderful adventures と

同じ形容詞が付けられているところも共通点である。それではアリス，ドロシーの異世界体

験を表現する言葉として adventure は全く同様の使用のされ方をしているのであろうか。 

 両作品に登場する adventures には相違点がある。『アリス』の場合 adventures は常にそれ

までに異世界でアリスが経験した不思議な事全てを総括するもの，いわばアリスの異世界

体験全体の代名詞として使用されている。一方『オズ』では “Dorothy told the Witch all her 

story; how the cyclone had brought her to the Land of Oz, how she had found her companions, and of 

the wonderful adventures they had met with.” (Baum 2005 p. 207 下線は筆者が加筆) と，ドロシ

ーが竜巻によってオズの国に来た経緯，彼女が仲間たちに出会った経緯と並列する形で使

用されている。ドロシーが家ごと竜巻によって吹き飛ばされその家が東の悪い魔女(the 

Wicked Witch of the West) の上に着地して殺しマンチキン (Munchkin) や北の魔女 (the Witch 

of the North) に感謝されたこと，かかし，ブリキの樵，臆病ライオンといった仲間たちに出

会ったことも “wonderful adventures” であろう。しかしそれらは別個のカテゴリーとして並

列させられているのだ。つまり『オズ』では『アリス』と異なり adventures はドロシーの不

思議な異世界体験全てを総括するものという位置づけで使用されているわけではない。上

で見た adventureが単独で用いられている場面から考えても『オズ』では adventureは Longman 

Dictionary of Contemporary English の定義の “and often dangerous” の部分に当てはまるもの

に限定して使用されているのではないだろうか。それ故仲間たちとの出会いは dangerous で

はないため adventures には含まれない8。その結果，adventures の比重が『アリス』と比べて

小さくなっている。竜巻によってオズの国に来たこと，仲間たちとの出会いも同様である。

吉田 (2020) は「ドロシーはオズの世界では，出会った人々や，冒険の旅物語に見られるよ

8 カリダーとの戦い，西の悪い魔女との戦い等が adventure とされているのであろう。
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うな試練や危機にも大きく心を揺さぶられる事はない。故郷カンザスに戻ることの出来る

方法を知る事以外，旅で起こる出来事にはあまり関心を寄せない」(p. 71) と述べているが，

adventures の使用のされ方はそれを反映している。『アリス』において異世界で様々なこと

に次から次へと関心を持つ主人公の異世界体験全てを総括するものとして使用されている

ばかりか，タイトルにまでなっていることと好対照をなしている。 

５．まとめ 

『アリス』における adventures はアリスの異世界体験全てを集約する。一方『オズ』にお

いてのそれはドロシーが異世界で体験したイベントの一部を表すに過ぎない。さらにアリ

スが姉に “all these strange Adventures of hers” (Carroll 2006 p.102 下線は筆者が加筆) を語り，

姉がそのアリスの “wonderful Adventures” (Carroll 2006 p.102 下線は筆者が加筆) について

考えるのは『アリス』の結びの部分であるが，ドロシーがグリンダに “the wonderful adventures” 

(Baum 2005 p. 207 下線は筆者が加筆) について話したのは『オズ』の最終章ではなくドロシ

ーがカンザスに帰る前，さらに言えばカンザスに帰る方法を知る前のことである。その後ド

ロシーはカンザスに帰りおじやおばと再会するのだが，彼等に adventures やその他オズの国

でのことを話す場面は無い。この対照性はアリスにとって異世界での adventures，つまり個々

のイベントは非常に大きな関心事であるが，ドロシーにとっての関心事は故郷のカンザス

に帰ることであり adventures もその他のイベントもその過程で通り過ぎること以上のもの

ではないという両作品の主人公の行動の目的の相違を反映している。ドロシーの首尾一貫

した目的が『オズ』を一つのプロットに沿って展開する常識的な話としている。 

 また異世界におけるアリスの全ての体験が楽しいものも不快なものも恐ろしいものも全

て adventure で一括りにされていることはアリスの行動に一貫した目的が無いこと，さらに

は『アリス』がそれぞれ余り関連性のない多数のプロットの集合体のようなとりとめのない

話になっていることを反映している。これはドロシーの異世界体験が分類され adventure も

そのカテゴリーの一つに過ぎないことと比較すると浮き彫りになる。 

 このように『不思議の国のアリス』，『オズの魔法使い』は主人公の行動の目的，両者の異

世界体験を表現する語の使用法，そして話の全体像が連関しているである。 
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